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仲夏の候 

日ごとに日差しの強くなる季節となりました。熱中症対策等を十分に

行いながら、体調に気を付けてお過ごしください。 

さて、今回の「協議会だより」では、６月号に引き続き地域の活動事例 

についてご紹介いたします。 

 

地域の活動事例紹介 

１． 池田町「池田町農業再生協議会」 

 多面的機能支払交付金で、複数の活動組織を１つの

組織にまとめることを「広域化」といいますが、池田町

では町内平野部全域の農地をカバーして活動するた

め広域化に取り組んでいます。 

 

(1) 広域化のメリット 

・出入り作を考慮せずに全ての農家が活動に参加

でき、一体的な取組みが可能になりました。 

・活動組織の書類等の事務量の軽減が図られま

した。 

 

 （2）事務局の体制 

 

 

 （3）活動組織との連絡調整 
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Vol.17（2016 年７月１日発行） 

池田町農業再生協議会 

・高瀬川左岸に広がる肥沃な平坦地と東山の中山

間地からなり、平坦地の水田地帯はほぼ基盤整

備済みで水稲中心の栽培が行われているほか、

花やハーブ、ワインぶどうの栽培に取り組んでい

る。 

・取組面積  ：847.81ha（田：771.69ha、畑：76.12ha） 

・資源量    ：開水路 130.5km、農道 11.4km 

・主な構成員：農業者、自治会、PTA等 

・交付金    ：約 6,360万円（H27） 

 農地維持支払 

資源向上(共同、長寿命化) 

活動は自治会単位で行われ、「自治会パートナー」として役場職員が相談役となっており、連絡や調整

を行う等活動を補完する役割を担っています。また、担い手の確保・育成、遊休農地の再生等の支援を

行っている農業再生協議会の保全活動に合わせ、情報共有が可能になり担い手農家への農地集積、遊

休農地の解消が進んでいます。 

農業再生協議会では、専任の事務局員１名を置き、集落間の活動の調整や事務作業をしています。 
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水路の目地詰めの準備 遊休農地の有効活用（サツマイモの植付け） 

景観形成のための植栽 水路の清掃 

刈払機安全講習会 

子ども達による生態系保全のための調査・観察 
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２．上田市「富士山
ふ じ や ま

水土里
み ど り

会」 

富士山水土里会は、平成 19 年度から農地・水保全管

理事業により活動を開始し、主に 3 つの自治会とため池

や水路を管理している多くの組織から構成されています

が、当初は個々で活動し、横の繋がりがありませんでし

た。そこで富士山水土里会では、それぞれと連携する部

会を設けて、相乗効果を上げ地域全体に貢献する活動を

行う組織体制を取っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富士山水土里会 

・上田市の塩田平東端に位置し、山が浅く年間降水

量 900㎜前後の寡雨地帯のため、古くから農業用

ため池が 100以上散在。これらのため池は、日本

のため池百選（農林水産省,H22）に「塩田平のため

池群」として認定されており、その一部を保全してい

る。地域の水を保全し、用水の安定供給に力を注

いでいる。 

・取組面積  ：76.1ha（田 65.34ha、畑 10.76ha） 

・資源量    ：開水路  24.0km 

農道     3.2km 

ため池   4箇所 

・主な構成員：農業者、自治会、水路管理者、 

農協、ＰＴＡ等      

・交付金    ：約 640万円（H27） 

 
農地維持支払 

資源向上支払（共同、長寿命化） 

 

水路の補修作業 

ため池堤体への芝桜の植栽作業（上） 

色鮮やかに開花した芝桜（下） 

かんがい用ため池、用水路の整備が進められており、こ

れらの施設の老朽化が最大の課題となっています。 

施設の長寿命化の経験と技能を持つ地元の人達と協力し

て効率的な活動を実施しています。 

 軽微な補修の実施にあたっては、かんがい期の漏水状況

を機能診断で確認して実施する等の工夫をして行われてい

ます。 

水路の補修作業 

水路の清掃 
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事務局から  

今回は、先月号に引き続き活動組織の紹介を行い 

ました。その中で、広域化や生態系保全の取組み等 

の様子をうかがうことができました。 

    今後も活動組織の皆様のお役にたつ情報を発信し 

  ていきますので、引き続きよろしくお願いいたします。 

砂原池を中心に四つのため池には、日本で最も美しく「トンボの宝石」といわれる「マダラヤンマ」が生息

し、上田市の天然記念物に指定され希少種の保護活動も行っています。 

「マダラヤンマ」の保護活動により、乱獲が激減し観察会には市内の多くの皆さんが参加し、全国からも

たくさんの愛好家が訪れています。 

マダラヤンマ マダラヤンマ観察会の様子 

■問い合わせ先 

長野県農業農村多面的機能発揮促進協議会 

         （担当：酒井・大井） 

TEL 026-219-6351 FAX 026-219-6352 

Eメール nagano-tamenteki@wonder.ocn.ne.jp 

URL http://www.nagano-nouchimizu.net/ 


